
令和６年度 第１回荒川区清掃審議会

令和７年３月１２日（水）
荒川区 環境清掃部 1

【資料２】



議事内容

１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の
進捗状況

２ プラスチック回収事業
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議事内容

（１）ごみ量等の推移
（２）これまでの取組
（３）今後の取組
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１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の
進捗状況



１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（１）ごみ量等の推移
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評価項目 単位

目標

令和３年度
（基準）

令和５年度
（現在）

令和９年度
（中間目標）

令和14年度
（最終目標）

総排出量※ ｇ／人・日 783ｇ 741ｇ
（▲42ｇ）

732ｇ
（▲51ｇ）

686ｇ
（▲97ｇ）

総ごみ量
(不燃・粗大ごみの資源
化量を含む)

ｇ／人・日 659ｇ 625ｇ
（▲34ｇ）

611ｇ
（▲48ｇ）

564ｇ
（▲95ｇ）

資源回収量
(不燃・粗大ごみの資源
化量を含む)

ｇ／人・日 144ｇ 132ｇ
（▲12ｇ）

139ｇ
（▲5ｇ）

140ｇ
（▲4ｇ）

リサイクル率 ％ 18.4％ 17.8％
（−0.6ﾎﾟｲﾝﾄ）

19.1％
（＋0.7ﾎﾟｲﾝﾄ）

20.4％
（＋2.0ﾎﾟｲﾝﾄ）

※「総排出量」＝「総ごみ量」＋「資源回収量」
（注）「総ごみ量」と「資源回収量」の両方に、それぞれ「不燃・粗大ごみの資源化量」が含まれており、

単に「総ごみ量」と「資源回収量」を加算すると、二重で「不燃・粗大ごみの資源化量」が含まれてしまいます。
そのため「総排出量」を算出する際には、片方の「不燃・粗大ごみの資源化量」を差し引いています。



１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（１）ごみ量等の推移
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１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（２）これまでの取組
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基本方針Ⅰ．リデュース・リユースの推進

基本方針Ⅱ．質の高いリサイクル

基本方針Ⅲ．適正なごみ処理

(1)【重点施策】環境学習の強化

(2)【重点施策】食品ロスの削減

(3)家庭ごみ・事業系ごみの削減

(4)再使用(リユース)の推進

(1)【重点施策】プラスチック資源循環の推進 (3)資源化の更なる徹底

(4)事業系ごみのリサイクルの推進

(1)【重点施策】区民・事業者・行政の相互理解と協力体制の構築

(2)清掃・リサイクル情報の「見える化」の促進

(2)資源回収方法の充実

(3)清掃事業の適正な運営



１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（２）これまでの取組
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基本方針Ⅰ．リデュース・リユースの推進

(1)【重点施策】環境学習の強化

(2)【重点施策】食品ロスの削減

(3)家庭ごみ・事業系ごみの削減

(4)再使用(リユース)の推進

●食品ロス削減月間（写真①）

●食品ロスダイアリー
7日間の記録チャレンジ

●ナッジによる冊子（ごめんねシール）
大学と協働して食品に「ごめんねシール」を貼る
実証実験を実施（食品ロス20％の削減効果）

●プラスチック資源化の小学生向け講座（写真②）
小学校への出張授業の実施
（プラスチック循環利用協会による講義等）

写真①

写真②



１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（２）これまでの取組
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基本方針Ⅱ．質の高いリサイクル

●プラスチック回収事業の拡大（※後述）
●小型充電式電池等の拠点回収
区内4か所での拠点回収を開始

●衣装ケースの資源化
粗大ごみの中から衣装ケースを分別し資源化

●廃食油リサイクルイベント
あらかわ遊園（写真①）や LaLaテラス南千住での実施

(1)【重点施策】プラスチック資源循環の推進 (3)資源化の更なる徹底

(4)事業系ごみのリサイクルの推進(2)資源回収方法の充実

写真①



１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（２）これまでの取組
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基本方針Ⅲ．適正なごみ処理

●外国の方向けの取組
転入者への配布資料に外国の方向けのチラシの同封
戸籍住民課窓口への外国語チラシの設置
QRコード付きポスターの掲示

●３Rプチリーダー養成講座
３Rの意識づけのため、他の啓発イベント時にあわせて実施

●事業者向け講習会
令和5年度から再開、事業系廃棄物の適正処理ハンドブックの改定

●環境清掃推進連絡会のプラスチック再商品化施設への見学会
●災害対策関連
災害時等における災害廃棄物一次仮置場の運営に関する協定を
区内事業者４社と締結

(1)【重点施策】区民・事業者・行政の相互理解と協力体制の構築

(2)清掃・リサイクル情報の「見える化」の促進

(3)清掃事業の適正な運営



１ 荒川区一般廃棄物処理基本計画の進捗状況
（３）今後の取組
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●区内全域でのプラスチック回収実施

●外国の方向け対応の充実

●食品ロス削減の更なる推進

●廃食油のSAFへつながる取組

●リユース推進事業の充実

●資源化の更なる徹底



議事内容

（１）目的・経過
（２）試行実施の状況
（３）課題と対策
（４）周知について
（５）全域での想定回収量・想定効果
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２ プラスチック回収事業



２ プラスチック回収事業
（１）目的・経過
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①事業の目的
プラスチックの実施により、資源循環を進め、温室効果ガスの削減やごみの減量を
図り、ゼロカーボンシティの実現と循環型社会への移行を推進させる。

②これまでの経過と今後の予定
令和４年 ３月 町屋の一部集合住宅での試行実施を開始
令和５年１０月 実施地域を町屋２・３・４丁目に拡大

令和７年１０月 区内全域実施開始

<集積所> <中間処理施設> ＜リサイクル施設＞

再生樹脂 再製品化
(例：パレット)



回収対象物 プラスチック製容器包装・製品プラスチック

実施期間 Ｒ５.１０〜(継続中) Ｒ４．３〜Ｒ５．９（1年7か月）

対象地域 集合住宅（８棟）
町屋２、３、４丁目地域 集合住宅（８棟）

回収拠点
（排出場所）

集合住宅のごみ保管庫･集積所、
地域のごみ集積所
［試行目的］平場や狭小路地への経験等

集合住宅のごみ保管庫･集積所
［試行目的］プラ回収の経験等

対象世帯数 約７,１００世帯
(約１２,７００人)

約１,２００世帯
(約２,４００人)

回収頻度･曜日 週１回（木曜）
1人1日当たり
の排出量

総排出量：１９ｇ
プラのみ：１６ｇ

総排出量：２３ｇ
プラのみ：１９ｇ

組成割合 プラ ８２．８５％
残渣等 １７．１５％

プラ ８２．８１％
残渣等 １７．１９％

２ プラスチック回収事業
（２）試行実施の状況
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プラスチック製
容器包装 製品プラスチック
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２ プラスチック回収事業
（３）課題と対策

●分別方法の周知
「プラとして出せるのかどうか」や
「どの程度汚れを落とせばいいか」等、
分別方法の分かりにくさを指摘する
声があった

課題 対応
●指定曜日以外の排出があった集積所
周辺住宅への啓発チラシの投函

●今後の区内全域実施に向け、様々な
媒体や集会を活用し周知啓発を図る

●指定曜日以外の排出
プラの回収曜日にごみ等が排出
また指定曜日以外の排出が発生

●動画等を用いた視覚的な情報伝達に
よる分かりやすい周知啓発の実施

●禁忌品の混入
事故の原因となる小型充電式電池や
医療系廃棄物が混入

●小型充電式電池の排出方法をホーム
ページ等で周知し、拠点回収を開始

●医療系廃棄物は排出方法のチラシを
医師会、薬剤師会に依頼し配布を開始
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想定回収量 １，７９５t／年
ＣＯ2削減量 ２，４００t／年

２ プラスチック回収事業
（４）全域での想定回収量・想定効果

ＣＯ2を吸収するスギの木
約１７０，０００本分と同様の効果！



○動画（プラスチックの出し方）○集積所標示板 ○チラシ（令和７年２～３月配布）
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２ プラスチック回収事業
（５）周知について
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２ プラスチック回収事業
終わりに

リサイクルを実感していただけるような製品づくりに取り組んでいます。
※再生プラスチックを活用した製品の例

パレット

ブロック

定規（啓発品）

コースター（啓発品）

荒川区内のプラスチックの資源循環を目指し、
今後も取り組んでまいります。


